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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞
・疾患別診療計画書(1月分)、評価入力(2/1付け分)未完成の方は急ぎでお願いします
・新規利用開始後の評価/目標設定の仕組み、指示箋更新、下駄箱の管理等を整理していく。

・春の健康診断の予定が出ています。各自で予約入力をお願いします。
・デイナイトケア⇒4/27(木)おやつクラブを開催予定。
・クラブ活動⇒次期開催は5月から(4/14最終日に今後のクラブ活動内容の希望をアンケート調査する)
・六角堂祭の青陽館利用者様代表1名を選出を検討
＜利用者様情報＞
デイケア
・横野　琴美様～4/7(金)の体験利用終了後、青陽館の玄関でスタッフへ「私の事不快に思ってないですか？」と話されており、不快に思っていない事を伝えるが言葉を詰まらせながら、涙を流している。落ち着くまで、話を伺うと「今日はとても楽しかったんですけど、私と話した人が不快に思ったんじゃないか、嫌われたりしないか不安になって。」「私みたいな出来損ないがこんな所に来ていいのかなと思って。」と話しており、体験利用での様子から出来ていたことや、不快に思うような場面は無かったことを伝えるが、同様の発言を繰り返している。話題を変え、体験利用で行ったプログラムについてや、学生時代の話を傾聴することで落ち着いてきており、にこやかな表情が見られている。帰る際に、「他のスタッフの方にも不安感が強くなってしまった事を伝えて下さい。」との事で、了承すると「来週の月曜日もよろしくお願いします。」と穏やかな表情が見られている。

本日、2回目の体験利用を実施。1回目体験利用時には会うことが出来なかった他利用者様らに自ら声を掛け交流をもって過ごしている。男性他利用者様にも声を掛け、その相手から連絡先を教えられているがうまく断る事が出来ず受け取っている。その後すぐスタッフに相談に来て「助けてください。距離感が近い人が居て、スタッフさんから言って貰えませんか？」と相談に来ている。話を傾聴しているうちに「今後の為にやっぱり自分から言ってみる様にします」と話しており、「距離感が近くてちょっとびっくりしてて…。」と相手に伝えている。
・田向　玲美様～本日は通所予定日であるが、生理による不調があることと家族と花見外出に行くためデイケアを欠席したいという。また、交際相手が就職面接を受け市内のB型事業所コスモス園の所長に社会福祉士として就任することとなり本日より就労を始めているという(前任者が退職することとなり募集があったとのこと)。コスモス園は参加者数が4名のみであり、少人数であれば主治医も就労を許可する話を以前していたため、コスモス園での就労をしたいと考えているとのこと。ここ最近聞いている話では交際相手も突然の行動が多く不安定な様子があり、普段から互いに影響されやすいため同じ就労先にするのは心配であることを伝えるが、あまり納得されていない様子である。
・村山　吾朗様～本日より利用開始

ショートケア
・俵山　彩子様～3回の体験利用を経て本日よりショートケア利用開始となる。利用頻度は現時点では週1回月曜日のみとしている。4/8(土)に青陽館PHSに何度かの着信と留守電が残されており、本日は母様の受診付き添いがあるため欠席するとのことである。今朝、改めて電話をかけ了承した旨と合わせて土日曜日は青陽館スタッフは出勤出ない為、電話に出る事が出来ないことを伝えている。次回来所予定日は4/17（月）である。
デイナイトケア

・特記する利用者様はおりません。
＜青明舎利用者様 情報＞
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＜グループホーム利用者様 情報＞
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